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第
九
十
七
号 

❑去る７月２９日と８月１日の両日、岡崎市と名古屋市において街頭活動や報告会、 陳情活動などを
行った。特に本年度は、５月３日の安倍総理の自衛隊明示発言を受けて「ありがとう自衛隊」キャンペー
ンを大々的に展開した。 

美しい日本の憲法をつくる国民の会より 
全国縦断キャラバン隊を迎える 

❑去る７月２３日、清須市議補選におい
て松川秀康氏が見事にトップ当選を果た
し た。松川氏は愛知県本部事務局次
長として、本会運営に尽力されて来たが
この度、意を決しての立候補であった。
今後は地方政治において真正保守の旗
を打ち立て健闘いただきたい。 

清須市議会議員補欠選挙に松川秀康氏が当選！ 

【清須市議補選開票結果】 
 当選 ９，３７０票  松川 秀康 氏 
 当選 ８，６９５票  横井 秀則 氏 
     ２，９７６票  下堂薗 稔 氏 

東岡崎駅前にて／横断幕は愛知県本部オリジナル キャラバン隊報告会 岡崎会場にて 

名古屋市議会議長を表敬訪問 愛知県議会議長を表敬訪問 

名古屋駅前にて 自衛隊応援 
メッセージを寄せる若者たち 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■９月３日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き１０月１日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
８月６日は１０名の参加でした。ありがとうございまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （８月６日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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事
務
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月
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服
部
守
孝 
陵
墓
参
拝
記 

そ
の
三
十
一 

北
野
天
満
宮
で
の
初
詣
を
終
え
陵
墓
参

拝
再
開
で
す
。
北
野
白
梅
町
か
ら
嵐
電

に
乗
り
鳴
滝
駅
で
下
車
し
、
そ
の
す
ぐ

東
側
に
は
鳥
羽
天
皇
の
皇
女
、
暲
子
内

親
王
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍

手
一
礼
。 

そ
し
て
線
路
を
渡
り
西
へ
四
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
は
、
文
徳
天

皇
の
田
邑
陵
が
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍

手
一
礼
。 

こ
の
御
陵
は
お
堀
に
囲
ま
れ
た
円
墳
で

平
安
時
代
を
も
っ
と
遡
っ
た
時
代
の
も

の
の
よ
う
で
す
。
も
と
も
と
あ
っ
た
円

墳
を
選
ん
で
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

次
の
目
的
地
は
、
先
ほ
ど
乗
っ
た
嵐
電

の
北
野
線
と
嵐
山
本
線
が
分
岐
す
る
と

こ
ろ
の
帷
子
ノ
辻
駅
の
そ
ば
で
す
が
、

一
キ
ロ
ほ
ど
な
の
で
歩
き
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
嵯
峨
野
山
陰
線
と
嵐
電
嵐
山
本
線
と

に
挟
ま
れ
た
地
点
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

太
秦
駅
西
側
の
歩
道
橋
を
南
に
渡
り
東

側
に
回
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が

桓
武
天
皇
の
皇
子
、
仲
野
親
王
の
高
畠

墓
で
す
。
合
掌
。 

こ
の
お
墓
は
鳥
居
は
な
い
の
で
す
が
前

方
後
円
墳
で
す
。
や
は
り
平
安
時
代
の

も
の
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
前
方
後
円
墳

の
天
皇
陵
で
も
っ
と
も
時
代
を
下
っ
た

も
の
が
西
暦
五
八
五
年
に
お
隠
れ
に

な
っ
た
敏
達
天
皇
陵
で
す
。
先
ほ
ど
の

円
墳
の
文
徳
天
皇
が
崩
御
な
さ
っ
た
の

が
西
暦
八
五
八
年
、
文
徳
天
皇
の
お
じ

い
様
で
あ
る
嵯
峨
天
皇
の
異
母
弟
で
あ

る
仲
野
親
王
が
薨
去
な
さ
っ
た
の
が
九

年
後
の
西
暦
八
六
七
年
、
と
も
に
同
じ

時
代
に
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
を

選
ん
だ
の
に
は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
本
日
残
す
は
、
あ
と
五
箇
所
で

す
。
Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
か
ら
京
都
方
面
の
列

車
に
乗
り
一
駅
目
の
花
園
駅
で
降
り
ま

し
た
。
こ
の
花
園
駅
の
北
に
三
百
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
三
箇
所
、
南
へ

三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
二
箇

所
で
す
。
ま
ず
は
北
へ
向
か
い
ま
し
た
。

花
園
駅
前
信
号
を
北
上
し
て
左
側
に
、

鳥
羽
天
皇
の
皇
女
、
尊
称
皇
后
、
統
子

内
親
王
の
花
園
東
陵
が
あ
り
ま
す
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。 
 

更
に
北
西
に
回
り
こ
ん
だ
と
こ
ろ
に

は
、
統
子
内
親
王
の
お
母
上
、
鳥
羽
天

皇
の
皇
后
璋
子
の
花
園
西
陵
が
あ
り
ま

す
。
崇
徳
天
皇
、
後
白
河
天
皇
の
お
母

上
で
も
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

そ
し
て
、
花
園
西
陵
の
す
ぐ
左
脇
の
小

径
を
入
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
は
仁
和

寺
宮
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

後
陽
成
天
皇
の
皇
子
、
覚
深
親
王
の
お

墓
、
霊
元
天
皇
の
皇
子
、
寛
隆
親
王
、

守
恕
親
王
の
お
墓
、
中
御
門
天
皇
の
皇

子
、
慈
仁
親
王
、
遵
仁
親
王
の
お
墓
、

有
栖
川
宮
、
覚
仁
親
王
、
済
仁
親
王
の

お
墓
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

今
度
は
、
花
園
駅
の
南
側
に
出
ま
す
。

ラ
イ
フ
太
秦
店
と
い
う
大
き
な 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
東
隣
に

は
後
宇
多
天
皇
髪
塔
が
あ
り
ま
す
。

塀
で
囲
ま
れ
て
い
て
中
に
は
入
れ
ま

せ
ん
。
門
前
に
て
合
掌
。 

少
し
南
に
歩
い
た
と
こ
ろ
に
は
後
鳥

羽
天
皇
の
皇
女
、
礼
子
内
親
王
の
お

墓
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

こ
れ
で
今
日
の
陵
墓
参
拝
は
終
了
で

す
。
最
後
に
こ
こ
か
ら
西
へ
三
百

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
式
内
社
、

木
嶋
坐
天
照
御
魂
神
社
（
こ
の
し
ま

に
ま
す
あ
ま
て
る
み
た
ま
じ
ん
じ
ゃ
、

通
称
：
蚕
ノ
社
）
を
参
拝
し
ま
し
た
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。
本
殿
の
隣
に
あ

る
水
の
な
い
「
元
糺
の
池
」
の
中
に

は
、
京
都
の
三
珍
鳥
居
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
る
三
柱
鳥
居
が
あ
り

ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

二
日(

日)

第
九
十
四
回
愛
知
縣
護
國
神

社
清
掃
奉
仕
へ
。
終
了
後
は
月
参
り
に

も
参
列
。 

三
日(

月)

愛
知
竹
田
研
究
会
学
生
部
長

の
Ｓ
君
（
名
古
屋
大
学
）
が
初
め
て
事

務
所
に
来
て
く
れ
た
。
一
緒
に
昼
食
を

食
べ
な
が
ら
、
様
々
な
話
題
に
花
が
咲

い
た
。 

四
日(

火)

重
冨
亮
愛
知
県
本
部
会
長
よ

り
、
台
湾
マ
ン
ゴ
ー
の
到
来
品
あ
り
。

早
速
、
友
人
や
近
隣
に
も
お
裾
分
け
し
、

家
族
で
も
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。 

議
に
参
加
。
最
終
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。 

十
七
日(

月)

今
日
よ
り
五
日
間
、
清
須
市

議
補
欠
選
挙
に
立
候
補
し
た
、
松
川
秀
康

さ
ん
の
応
援
に
入
る
。
三
名
の
立
候
補
者

が
二
議
席
を
争
う
が
、
必
勝
を
期
し
て
行

き
た
い
。 

二
十
三
日(

日)

松
川
秀
康
さ
ん
が
見
事

ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
す
。
短
い
準
備
期
間

の
中
、
よ
く
健
闘
さ
れ
た
。
ご
家
族
、
支

援
者
の
方
々
も
喜
び
一
入
で
あ
っ
た
。 

二
十
四
日(

月)

池
田
佳
隆
衆
議
院
議
員
の

激
励
会
に
参
加
。
ゲ
ス
ト
講
師
に
金
美
齢

さ
ん
が
い
ら
し
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に
ご

挨
拶
申
し
上
げ
る
。
相
変
わ
ら
ず
お
元
気

で
何
よ
り
だ
っ
た
。 

二
十
五
日(

火)

会
員
継
続
依
頼
を
名
古
屋

西
部
支
部
の
江
場
副
支
部
長
と
訪
問
活
動
。

訪
問
先
で
は
、
安
倍
政
権
を
正
当
に
評
価

し
な
い
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
姿
勢
に
つ
き
、

義
憤
の
声
を
お
聞
き
し
た
。 

二
十
九
日(

土)

美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ

く
る
国
民
の
会
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
岡

崎
市
に
迎
え
、
街
頭
活
動
を
開
催
。
猛
暑

に
も
か
か
わ
ら
ず
十
五
名
の
会
員
が
支
援

に
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
。 

三
十
一
日(

月)

オ
イ
ス
カ
中
部
研
修
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
職
員
二
名
が
来
局
さ
れ
た
。

来
る
十
一
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
る
「
櫻

井
よ
し
こ
氏
講
演
会
」
の
動
員
要
請
を
い

た
だ
い
た
。 

五
日(

水)

も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
合
同
会 

下
賀
茂
神
社
の
「
糺
の
森
」
が
そ
う

呼
ば
れ
る
前
に
は
、
こ
の
神
社
の
森

が
「
糺
の
森
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。 

ち
な
み
に
も
う
ひ
と
つ
の
京
都
の
三

珍
鳥
居
は
京
都
御
苑
の
敷
地
の
南
端

に
あ
る
厳
島
神
社
の
鳥
居
で
す
。
笠

木
が
唐
破
風
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

帰
り
は
嵐
電
嵐
山
本
線
蚕
ノ
社
駅

の
す
ぐ
東
隣
、
地
下
鉄
東
西
線
の
太

秦
天
神
川
駅
か
ら
乗
っ
て
京
都
駅
に

向
か
い
ま
し
た
。 

(

愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 


